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平成２８年度に実施した大規模な災害派遣

件 名 派遣人員 時 期 活動地域 活動内容

平成２８年熊本地震に係る災害派遣
（熊本、大分）

約８１万４千人 4/14 ～ 5/30
・熊本県
・大分県

・人命救助
・生活支援 等

高病原性鳥インフルエンザに係る災
害派遣（１道７県）

約１４，７００人
11月 ～ 3月
（派遣件数：９件）

・１道７県 ・殺処分 等

台風１０号に伴う大雨に係る災害派
遣（岩手、北海道）

約６，1００人 8/31 ～ 9/18
・北海道
・岩手県

・人命救助
・生活支援 等

別紙第１「平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）」

別紙第４「台風１０号に伴う大雨に係る災害派遣（岩手）」

別紙第３「台風１０号に伴う大雨に係る災害派遣（北海道）」

別紙第２「高病原性鳥インフルエンザに係る災害派遣（１道７県）」

平成２８年熊本地震
高病原性

鳥インフルエンザ

台風１０号
（北海道）

台風１０号
（岩手県）
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【表１-１】 派遣件数の推移

１ 災害派遣

679件 606件 559件 529件 587件 520件 555件 521件

【表１-２】 派遣件数の内訳

■ ２８年度派遣件数： ５１６件

○ 総件数は、前年度比２５件減少したものの、依然５００件超で推移

○ 過去１０年間、「急患輸送」の占める割合が最も大きく、２８年度は約８０％

○ 派遣件数の内訳は、概ね一定の割合で推移（派遣規模の大きい「風水害・地震等」は約１～４％）
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東日本大震災、熊本地震を含む場合

【表１-３】 派遣人数の推移

消火支援風水害・地震等（熊本地震除く） 急患輸送

捜索救助 その他の災害派遣（高病原性鳥インフルエンザ（計９件）を含む。）

【表１-４】 ２８年度の災害派遣の内訳

■ ２８年度派遣人員

熊本地震：約８１万４千人、熊本地震以外の災害派遣：３３，１２３人

○ 過去１０年間、「風水害・地震等」の占める割合が大きく、２８年度においても、平成２８年熊本地震に係る災害派

遣を実施したため、「風水害・地震等」が約９７%（熊本地震が約９６%）

○ 熊本地震以外の災害派遣では、高病原性鳥インフルエンザに係る災害派遣（計９件）を実施したため、「その他の

災害派遣」の占める割合が大きく、熊本地震以外の災害派遣の約４７％

熊本地震以外
【人員】（計33,123人）

熊本地震以外
【航空機】（計725機）
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※平成２３年度は、東日本大震災を除く
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（約81万4千人）
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（２）細部実績等

件 名 時 期 活動地域 派遣部隊 規模（延べ） 活動内容

平成２８年熊本
地震に係る災害
派遣

4/14
～
5/30

熊本県
大分県

陸自： 各方面隊、中央即応集団、大臣
直轄部隊 等

海自： 自衛艦隊、各地方隊、大臣直轄
部隊 等

空自： 航空総隊、航空支援集団、大臣
直轄部隊 等

・ 人 員： 約81万人
・ 航空機： 約2.6千機

・ 艦 艇： 約300隻

・ 人命救助
・ 行方不明者捜索
・ 生活支援 等

＜参考＞
阪神・淡路大震災に

伴う災害派遣

平成７年
1/17～4/27

兵庫県
大阪府

陸自： 各方面隊、大臣直轄部隊 等
海自： 自衛艦隊、横須賀・呉・地方隊 等
空自： 航空総隊、航空支援集団 等

・ 人 員： 約225万人
・ 航空機： 約13千機
・ 艦 艇： 約680隻

・ 人命救助
・ 行方不明者捜索
・ 生活支援 等

台風１０号に伴
う大雨に係る災害
派遣（岩手、北海
道）

8/31
～
9/18

北海道
清水町、新得町、
大樹町、南富良野町、
芽室町、占冠村

岩手県
釜石市、久慈市、
宮古市、岩泉町、
田野畑村

陸自： 北部方面隊（第２師団、第５旅団
北方直轄部隊）、東北方面隊（第９
師団、東北方直轄部隊）、中央即応
集団

海自： 航空集団（第２１航空群大湊航空
分遣隊）

・ 人 員： 6,100人
・ 車 両： 2,163両
・ 航空機： 131機

・ 人命救助
・ 行方不明者捜索
・ 生活支援 等

＜参考＞
平成２７年９月関

東・東北豪雨に係る
災害派遣（茨城、栃木、
宮城）

平成２７年
9/10
～
9/19

茨城県
常総市及び結城市
栃木県
日光市
宮城県
大崎市及び大和町

陸自： 東部方面隊（第１師団、第１２旅団、東方直
轄部隊）、東北方面隊（第６師団、東北方直
轄部隊）、 中央即応集団 等

海自： 航空集団（第２１航空群、第５１航空隊）
空自： 航空総隊（航空救難団、偵察航空隊 等）

・ 人 員： 17,628人
・ 車 両： 3,305両
・ 航空機： 167機

・ 人命救助
・ 行方不明者捜索

・ 入浴支援 等

【表１-５】 ２８年度の風水害・地震等の大規模災害

風水害・地震等

風水害・地震等に対する人員、車両及び航空機の派遣規模は、他の災害派遣と比して大規模
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【表１-６】 過去５年間の総件数及び要請都道府県等別実績

■ ２８年度総件数： ４０９件
総件数は、前年度比１０件減少し、過去５年間の平均と同等

（件） 過去５年間
平均： ４０９件

急患輸送

409件410件 401件 407件 419件

【表１-７】 ２８年度の陸海空自衛隊別実績

過去５年間、島しょ地域の多い県（長崎、鹿児島及び沖
縄）からの要請の占める割合が大きく、２８年度は約８５％

過去５年間、陸上自衛隊の占める割合が大きく、
２８年度は約５２％
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その他 9

海 保 13
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６



57
85

54 55 53

5

8

19
6

4

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

近傍火災 山林火災

■ ２８年度総件数： ５７件
総件数は、前年度比４件減少し、過去５年間の平均とほぼ同等

【表１-９】 ２８年度の消火支援の月別実績

（件）

○ 近傍火災は例年冬季から春季に多い傾向があり、２８

年度は１～４月に年間の約５７％を実施

○ 山林火災は例年春季に集中する傾向があり、２８年度

は、４件中２件を４月に実施

【表１-８】 過去５年間の消火支援の年度別実績

消火支援

（件）

【消火支援全体】
過去５年間平均： ６９件

○ ２８年度の近傍火災件数は、前年度比ほぼ同数

であり、過去５年間の平均より８件少

○ ２８年度の山林火災件数は、前年度比ほぼ同数
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■ 大規模な消火支援
新潟県糸魚川市における火災に係る災害派遣（派遣期間：平成２８年１２月２２～２３日）
派遣規模：人員延べ１，６５７人、車両：延べ７５両、航空機：延べ９機
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捜索救助

要請機関 件 数 種 類 派遣部隊

都道府県 １５
山岳遭難者捜索
行方不明者捜索

陸自： 第２・４・６・７師団、
第１１・１２旅団 等

海上保安庁 ７
遭難船舶捜索
遭難航空機捜索
行方不明者捜索

海自： 舞鶴地方隊、航空集団 等
空自： 航空救難団

空港事務所 １ 行方不明者捜索
陸自： 第１２旅団
空自： 航空救難団

自主派遣 ２ 行方不明者捜索
海自： 航空集団
空自： 航空救難団

【表１-１１】 要請機関別実績
（件）

○ 過去５年間、都道府県からの要請が最多であり、２８年度は約６割
○ ２８年度は、航空救難に準ずる災害派遣が、過去５年間で最多（４件）

22件26件 25件 17件 25件

過去５年間 平均： ２３件

■ ２８年度総件数： ２５件 総件数は、前年度比３件増加し、過去５年間の平均とほぼ同等

【表１-１０】 過去５年間の捜索救助の年度別実績

都道府県 海上保安庁 空港事務所 自主派遣

○ 高病原性鳥インフルエンザへの対応（９件） 高病原性鳥インフルエンザに伴う殺処分等の支援を実施

その他の災害派遣

時 期 要請者 場所 件 名 派遣部隊

９月 自主派遣 沖縄県 沖縄県東方沖における米軍機
の捜索救助に係る対応

空自：航空救難団

１２月
第５管区

海上保安本部長
高知県 高知県土佐清水沖における米

軍機の捜索救助に係る災害派遣
海自：自衛艦隊 等
空自：航空救難団

１２月
第１１管区

海上保安本部長
沖縄県 ＭＶ２２オスプレイの不時着水

に伴う捜索救助に係る災害派遣
空自：航空救難団

３月
東京空港事務所長

長野県知事※
長野県 長野県消防防災ヘリ墜落に伴

う人命救助に係る災害派遣
陸自：第１２旅団
空自：航空救難団

【表１-１３】 航空救難に準ずる災害派遣

年 度 ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

件 数 ２ １ ０ ０ ４

【表１-１２】 航空救難に準ずる災害派遣の年度別実績

※ 東京空港事務所長による要請に件数計上
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活動
内容
（累計）

人命救助等 約１，３５０名（うち、人命救助１６名）

給食支援 約９１１，７００食

給水支援 約１０，９２０トン

入浴支援 約１４０，９４０名

医療支援 約２，３２０名

物資輸送 飲料水 約１，００３，０００本等

米軍による
輸送支援

自衛隊員・車両 ２２名・８両

生活支援物資 約３６トン

瓦礫等の
搬 出

トラック約１６０台分

はくおう 約２，６００名

即応予備自
招集

約１６０名

派遣規模
（累計）

人 員 約８１４，２００名

航空機 約２，６２０機

艦 艇 約３００隻

災害の
概要

○ ４月１４日（木）及び１６日（土）（本震）、熊本地方を震源とする震度７の地震が発生
○ ４月１４日（木）、熊本県知事から陸自第８師団長（北熊本）に対して、また同月１６日（土）に大分県知事から陸自
西部方面特科隊長（湯布院）に対して、それぞれ人命救助等に係る災害派遣要請
○ ５月３０日（火）、熊本県知事から第８師団長に対し、災害派遣撤収要請、活動終了

本災害
派遣
の特徴

被災者のニーズに応じたきめ
細やかな生活支援

日米共同による対処

政府主導による救援物資輸送

発災直後の迅速な対応

瓦礫等の搬出、エコノミークラス症候群対策としての自衛隊
の天幕の貸与、被災者の休養施設としての民間船舶「はくお
う」の利用、即応予備自衛官の活用

オスプレイ等を用いた救援物資輸送

当初プッシュ型支援、じ後プル型支援による物資輸送

発災（本震）からわずか３時間半で陸海空自衛隊による統合
任務部隊（以下「ＪＴＦ」という。）を編成、速やかに約２万６千人
態勢に移行

平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）
１１

別紙第１



概 要 発災当初は、被災地に必要不可欠な救援物資をプッシュ型支援により輸送、じ後被災地の復旧に伴い、被災
者のニーズに基づく救援物資のプル型支援による輸送に移行

プッシュ型支援 政府が被災地からの具体的な要請を待つことなく調達した大量の救援物資（食糧（パン、おにぎり等）、水、仮
設トイレ、食物アレルギー対応食品等）を積極的に輸送

プル型支援
被災者のニーズに応じたきめ細やかな輸送支援

○ 物資集積拠点から、各自衛隊の輸送手段をもって各避難所へ輸送
○ 御用聞き隊（女性自衛官活用）、現地活動部隊により被災者のニーズを把握

輸送要領
○ 政府が調達した救援物資を統合輸送統制（幹線輸送）及びＪＴＦ計画（端末輸送）により、迅速かつ円滑に
輸送（下図参照）
○ ＪＴＦ司令部内に設置された生活支援調整所により、円滑かつ効率的な輸送調整を実施

日米共同対処 ○ オスプレイにより、岩国基地、高遊原分屯地及び護衛艦「ひゅうが」から南阿蘇村へ救援物資を輸送
○ C－１３０により、千歳基地から北部方面隊の隊員等を熊本空港へ輸送

区 分 統合輸送統制（幹線輸送） ＪＴＦ計画（端末輸送）

輸 送
要 領
（一例）

高遊原分屯地護衛艦「ひゅうが」

目達原駐屯地

春日基地

岩国基地

現地集積拠点の救援物資を、要請に基づきヘリ・車両に
より輸送し、各避難所への早期到着を促進

鳥栖流通センター
（日本通運（株））

福岡市青果市場跡地

内閣府等が準備した救援物資を、空自輸送機等に
より輸送し、現地集積拠点への早期到着を促進
内閣府等が準備した救援物資を、空自輸送機等に

より輸送し、現地集積拠点への早期到着を促進

小牧基地

入間基地

千歳基地
高遊原分屯地
（熊本空港）

【凡 例】
航空輸送
地上輸送
米軍輸送
集積拠点
駐屯地等
避難所等

平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）
政府主導の救援物資輸送
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【作業前】

概 要

環境省の依頼に基づき、熊本市内
において、通路にあふれて人や車の
往来の支障となっている瓦礫等を市
が設定した仮置き場へ搬出

実施部隊
第８師団（北熊本）、第５施設団（小

郡）及び第８航空団（築城）

装 備 バケットローダー及びダンプトラック

実施時期 ４月２７日（水）～５月３日（火）

実施場所 熊本市中央区、東区及び南区

細部要領
機械力を活用し、自治体職員、ボラ

ンティア等と連携して、瓦礫等を搬出

搬出量 ダンプトラック×約１６０台分

【６人用天幕】

実施部隊 第８師団（北熊本）

実施時期 ５月５日設置。７日から３０日まで貸与

実施場所
熊本県上益城郡益城町田原「テクノ中央

緑地公園北側芝生空き地」（下図参照）

細部要領

○ 自衛隊６人用天幕×２０の展張及び貸与

○ 天幕内の生活必需品（すのこ、暖房器具、
照明、簡易トイレ、毛布等）は自治体が準備
○ 運営は自治体が実施

概 要
益城町において、車中泊等による被災者の

エコノミークラス症候群発症を予防するため、
自治体に天幕を貸与

【テクノ中央緑地公園
北側芝生空き地】

テクノ中央緑地公園

熊本空港

瓦礫等の搬出 エコノミークラス症候群対策（天幕の貸与）

【作業後】
【熊本市南熊本駅前通り】

平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）
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実施市町村
熊本県内の市町村

（熊本市、益城町、南阿蘇村等）

実施回数 計１７回

利用者数
延べ２，６０５名

（ネット申込２２１名）

細部要領

○ 避難所と「はくおう」間の輸送支
援及び音楽演奏を実施
○ 防衛省ＨＰによる宿泊の募集を
実施

【はくおう】

【慰問演奏】

概 要

被災された方々への災害救援
活動の一環として、防衛省が契約
している民間船舶「はくおう」を休
養施設として利用し、１泊２日の
宿泊、食事及び入浴のサービス
を提供 【客 室】 【浴 場】

民間船舶「はくおう」の利用

平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）
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区 分 活動実績

資格・技能を活
かした常備自衛
官の機能補完

健康指導
衛生管理

資格・技能を活かし、看護師による親身な衛生指導、整体師及
び鍼灸師による避難者のマッサージ並びに作業療法士資格保有
者による避難者の健康指導等を行い、避難者の心と体のケアを
実施

物資輸送
運輸会社に勤める隊員を物資集積所に配置し、フォークリフト操

作資格を活かして、常備自衛官及び役務（民間業者）とローテー
ションを組んで、物資積載支援を実施

地域に密着した
親身な支援

車両誘導
（道案内）

九州自動車道の不通により熊本市内が大混雑する中、地理を
熟知した熊本市在住の隊員により他方面部隊の車両誘導（道案
内）を実施し、円滑・迅速な物資輸送を支援

即応予備自衛官による生活支援等

【看護師による衛生指導】

【誘導員（中央）
による道案内】【整体師等によるﾏｯｻｰｼﾞ】

【フォークリフト操作資格
を活かした積載支援】

平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）
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平成２８年熊本地震に係る災害派遣（熊本、大分）

給食支援

給水支援

入浴支援

日米合同慰問演奏 医療支援

物資輸送警察・消防との連携

警備犬による捜索

熊本地震（H28） 中越地震(H16) 阪神・淡路大震災(H7)

活動
内容
（累計）

活動期間（日数） 4/14～5/30（47日間） 10/23～12/21（60日間） 1/17～4/27（101日間）

人命救助等 約１，３５０名 約１，７５０名 約１，４００名

給食支援 約９１．２万食 約１１５．６万食 約５８．２万食

給水支援 約１．１万トン 約０．１万トン 約６．１万トン

入浴支援 約１４．１万名 約１６．７万名 約５１．５万名

１６



【概 要】

○ 平成２８年１１月中旬に野鳥から高病原性鳥インフルエンザが確認されて以降、全国で家きん、野鳥への感染が
確認
○ 自衛隊は、平成２８年１１月２９日（火）、新潟県における鳥インフルエンザに係る災害派遣以降、計８道県におい
て計９回（１０個地域）の災害派遣を実施

１７
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番 号 実施時期 場 所 人 員 車 両 主要対処部隊

①
11/29～
12/4

新潟県
関川村
上越市

約4,570名 約735両 陸自：第１２旅団

②
12/16～
12/22

北海道
清水町

約4,255名 約525両 陸自：第５旅団

③
12/20～
12/21

宮崎県
川南町

約485名 約85両 陸自：第８師団

④
12/27～
12/28

熊本県
南関町

約715名 約165両 陸自：第８師団

⑤
1/14～
1/16

岐阜県
山県市

約655名 約210両 陸自：第１０師団

⑥
1/24～
1/26

宮崎県
木城町

約840名 約125両 陸自：第８師団

⑦
2/4～
2/6

佐賀県
江北町

約425名 約115両 陸自：第４師団

⑧
3/24～
3/27

宮城県
栗原市

約2,055名 約545両 陸自：第６師団

⑨
3/24～

3/25

千葉県

旭市
約705名 約70両 陸自：中央即応集団

1

1

2

4

5

7

8

9

3 6

【主な内容】

高病原性鳥インフルエンザの感染が確認された農場内の鶏の殺処分（鶏の
回収、殺処分、袋詰め、運搬、埋却等）、鶏舎等の清掃・消毒等

高病原性鳥インフルエンザに係る災害派遣（１道７県）



隊員の洗浄 鶏舎の清掃 消毒（石灰の散布）

殺処分作業説明 用具の搬出作業

高病原性鳥インフルエンザに係る災害派遣（１道７県）
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稚内市

留萌市

名寄市

士別市

鷹
栖
町

新
篠
津
村

美唄市

岩見沢市

遠軽町
北見市

中標津町

釧路市

足寄町

東神楽町

美瑛町

富良野市

音更町

様似町

浦河町

新ひだか町

日高町

江別市

北
広
島
市

恵庭市

千歳市

苫小牧市

室蘭市

札幌市

七飯町

小樽市
余市町

仁木町

古
平
町

積丹町

赤井川村

芦
別
市

赤平市
砂
川
市

歌志内市
上砂川
町

浦臼町
奈井江町

新十津川町

石
狩
市

当
別
町

三笠市

月形町

喜茂別町蘭越町

倶知安町

ニセコ町

共和町

京極町

岩内町

寿都町

島牧村

真狩村

泊村

神恵内村

白老町

厚
真
町

安
平
町

む
か
わ
町

平取町

新冠町

えりも町

日高町

登別市伊達市

伊達市
洞
爺
湖
町

由仁町
長沼町

栗山町 夕張市

当麻町

比布町

上川町

東川町

和寒町

剣淵町

深川市

妹背牛町
北竜町秩父別町

沼田町

幌
加
内
町

上富良野町

湧別町

佐呂間町

紋別市

興部町

下川町

美深町

中
川
町

中頓別町

枝幸町

豊富町

猿払村

増毛町

小平町

苫前町

羽幌町

初
山
別
村

遠別町

天塩町

幌延町

鹿
部
町

今金町
せ
た
な
町

長
万
部
町

黒松内町

八雲町

森町
乙部町

厚沢部町

幕
別
町

中札内町 更別村

浦幌町

豊頃町

大樹町

本別町士幌町

上
士
幌
町

釧路市 厚岸町

浜中町

弟子屈町

白糠町

美
幌
町

大空町

網走市

根室市

小
清
水
町

置戸町

訓子
府町

別海町

南幌町

留寿都村

豊浦町

雨竜町

滝
川
市

中富良野町

斜里町

標津町

羅
臼
町

釧路町

津別町

陸別町

標茶町

礼文町

利尻町

浜頓別町

雄武町

西興部村

滝上町

音威子府村

愛別町

池田町

鶴居村

広尾町

壮瞥町

清里町

芽室町
帯広市

鹿
追
町

清水町

旭川市

人
命
救
助

孤立者等救助・
行方不明者捜索

１５８名

水防活動 土嚢：約５００袋

生
活
支
援

給水支援 約１，８１０トン

給食支援 約３９０食

入浴支援 約３，４７０名

物資輸送 食料：約５００食

公共施設等周辺啓開 ６ヶ所

【派遣規模（延べ数）】

人 員 約２，１００名

車 両 約７００両

航空機 約２０機

【派遣実績（累計）】

【派遣の内容】

【本災害派遣の特徴】

○ 孤立者等救助、行方不明者捜索を第一義として、災害派遣活動を実施

○ 各自治体のニーズに適合させた生活支援を実施

○ 警察、消防等関係機関と連携し、行方不明者捜索を実施

【孤立者等救助】

孤立した地域において、
航空機、ボート及び車両
により救助活動を実施

【給水・給食・入浴支援】

自治体のニーズを踏まえ、
給水・給食・入浴支援を実施

【物資輸送】

孤立地域への食料等の
輸送を実施

【公共施設等周辺啓開】
自治体のニーズを踏まえ、
公共施設周辺等の啓開を実施

【水防活動】
土嚢の積み上げにより、
河川の水防を実施

【行方不明者捜索】

行方不明者が発生した地
域を、地上及び空中から捜
索

十勝総合振興局

上川総合振興局

南富良野町

占冠村

凡 例 ：活動地域

新
得
町

台風１０号に伴う大雨に係る災害派遣（北海道）
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○ ８月３１日（水）、台風１０号に伴う大雨により道路が冠水し、孤立者や断水が発生
○ 同日、北海道知事（十勝総合振興局長）から陸自第５旅団長（帯広）に対し、また北海道知事（上川総合振興局長）から第
４特科群長（上富良野）に対し、それぞれ孤立者救助等に係る災害派遣要請

○ ９月６日（火）、北海道知事（上川総合振興局長）から第４特科群長に対し、同月１８日（日）、北海道知事（十勝総合振興局
長）から第５旅団長に対し、それぞれ災害派遣撤収要請、活動終了

【概 要】



台風１０号に伴う大雨に係る災害派遣（北海道）

給水支援

孤立者等救助・行方不明者捜索

ボートによる孤立者等救助

給食支援

入浴支援 警察・消防との連携

２０



人
命
救
助

孤立者等救助・行方不明者捜索 ２６５名

患者輸送 ５４名

道路の啓開 約３０ｋｍ

安否確認活動 ２７０世帯

生
活
支
援

給水支援 約１４６トン

給食支援 約７，２９０食

入浴支援 約１，３００名

物資輸送

水 約２，１２０リットル

飲料水 約７，２６０本

食料 約５，１２０ｋｇ

避難者一時帰宅支援 ４３名

自治体職員等輸送 １２３名

【派遣規模（延べ数）】
人 員 約４，０００名

車 両 約１，６００両

航空機 約１１０機

【派遣実績（累計）】

【派遣の内容】

凡 例 ：活動地域

岩泉町

宮古市

釜石市

久慈市

洋野町
軽米町

九戸村

大槌町

野田村

普代村

【孤立者等救助・行方不明
者捜索】

被災地域において、航
空機等により、救助及び
捜索活動を実施

【道路の啓開】

道路及び周辺施設の瓦
礫の除去

【給水・給食・入浴支援】

自治体のニーズを踏ま
え、給水・給食・入浴支援
を実施

【物資輸送】

孤立地域への食料等の
輸送を実施

【安否確認活動】

被災地域住民の安否確
認、孤立者・行方不明者
の把握

【患者輸送】

航空機による負傷者・体
調不良者の輸送

【自治体職員等輸送】

航空機による国／県職
員等の輸送【避難者一時帰宅支援】

避難者の一時帰宅のた
め、航空機による人員輸
送を実施

【本災害派遣の特徴】

○ 孤立者等救助、行方不明者捜索を第一義として、災害派遣活動を実施
○ 各自治体のニーズに適合させた生活支援を実施
○ 被災地域の各世帯を隊員が巡回して安否確認を実施し、自治体の被害全容把握に寄与
○ 孤立者に対して、各自治体のニーズに基づき、孤立地域からの救助を実施するとともに、食料等物資輸送や一時帰宅支
援を実施

田野畑村

遠野市

盛岡市

２１

別紙第４

台風１０号に伴う大雨に係る災害派遣（岩手）

○ ８月３０日（火）、台風１０号に伴う大雨により道路が冠水し、孤立者が発生
○ 同日、岩手県知事から陸自第９特科連隊長（岩手）に対し、孤立者等救助等に係る災害派遣要請
○ ９月１６日（金）、岩手県知事から陸自第９特科連隊長に対し、災害派遣撤収要請、活動終了

【概 要】



台風１０号に伴う大雨に係る災害派遣（岩手）

給水支援

患者輸送孤立者等救助 行方不明者捜索

給食支援 入浴支援 警察・消防との連携

一時帰宅支援物資輸送（物資仕分）物資輸送道路の啓開

２２


